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ＪＲ九州グループの会社説明会
2025年9月13日

（証券コード 9142）
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本日お伝えしたいこと

JR九州グループ
について

JR九州の
経営戦略

◼ JR九州グループのあゆみ

◼ JR九州グループの事業構成

◼ JR九州グループの経営理念

◼ 安全の創造、お客さま満足の追求

◼ JR九州グループ中期経営計画2025 -2027

決算ハイライト
・

株主還元

◼ 2026 年３月期第1四半期連結決算ハイライト

◼ 2026 年３月期通期連結業績予想

◼ 株主還元方針

◼ 株主優待制度
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ＪＲ九州グループについて

JR九州グループのあゆみ

JR九州グループの事業構成
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JR九州グループのあゆみ

「日本国有鉄道」の分割民営化によりJR九州が発足

1987

■ あらゆる事業に挑戦する精神

「鉄道事業だけに依存してはいけない」という思いで、

様々な事業に挑戦し成長を実現してきた
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JR九州グループのあゆみ （JR九州を表す数値）

「ななつ星 in 九州」ご利用者

約40カ国
年間輸送人員（鉄道・バス）

3.3億人

従業員数

7,614名
グループ会社

43社
連結営業収益

4,543億円
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JR九州グループのあゆみ （JR九州を表す数値）

分譲マンション竣工戸数

10,357戸
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駅ビル入場者

50万人/日

ホテル宿泊者

5千人/日
流通・外食店舗数

548店舗
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JR九州グループのあゆみ

地域を元気にするという思いのもと鉄道事業と関連事業の両輪であらゆる価値を創出

（ななつ星 in 九州）

・2013 年に日本で初めてのクルーズトレインとして誕生

・米国出版大手コンデナスト社の旅行誌の読者投票では

「世界の豪華列車」部門で3年連続世界トップに選ばれる

●鉄道事業
（D＆S列車）

・1989 年の特急「ゆふいんの森」の運行を皮切りに、現在では、

10本のD&S列車（デザイン＆ストーリー列車（観光列車））を

運行

・2024 年４月に「かんぱち・いちろく」がデビュー

（九州新幹線・西九州新幹線）

・2011 年に九州新幹線（博多～鹿児島中央）が全線開業し、

JR博多シティとの相乗効果で当社の成長はさらに加速

・2022 年に西九州新幹線が開業を果たし、西九州エリアの

活性化を後押し
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JR九州グループのあゆみ

（不動産・ホテル）

・1989 年に初の分譲マンション販売を開始

・1992 年に「ホテルブラッサム福岡」を開業

現在、九州・沖縄、京都、東京、タイにて、20のホテルを展開

・1997 年に初の駅ビル事業であるアミュプラザ小倉が開業

現在、九州の県庁所在地を中心に駅ビルを7箇所で展開

・2021 年に物流事業へ参入

現在、九州内で物流不動産を5件稼働中、5件の開発に着手

●関連事業

（流通・外食）

・2002 年には、飲食店「うまや」を東京・赤坂に開業する

など、東京、九州で外食事業も展開

地域を元気にするという思いのもと鉄道事業と関連事業の両輪であらゆる価値を創出
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D&S列車紹介動画「のる、たび、よろこび。」
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JR九州グループの事業構成

●JR九州グループは、九州全域に鉄道網を有する鉄道をコア事業とする企業グループ

●駅ビルやホテル、マンション、建設、流通や外食事業など、鉄道事業との相乗効果が高い領域を

中心にその事業領域を拡大

●鉄道以外の事業による売上が約６割となっており、事業の多角化が進んでいる

36.2%

30.5%

14.7％

9.5%
9.2%

不動産・ホテル

運輸サービス

建設 ビジネスサービス流通・外食

【セグメント別 売上構成比（2025年３月期）】
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JR九州グループの事業構成（全国屈指の経済基盤を有する九州）

●九州は『日本の１割経済』という位置付け（域内総生産、総人口、総面積、事業所数等）

●福岡市及びその周辺は人口増加が見込まれる成長性の高い都市

●40万人以上の人口を有する都市が九州全体に分散

●九州は人口減少が進んでいるものの、強固な経済基盤を有している
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ＪＲ九州グループの経営戦略

JR九州グループの経営理念

安全の創造、お客さま満足の追求

JR九州グループ中期経営計画2025 -2027
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企業CM「九州の元気を、世界へ」



19

ＪＲ九州グループの経営戦略

JR九州グループの経営理念

安全の創造、お客さま満足の追求

JR九州グループ中期経営計画2025 -2027



安全の創造

JR九州グループが最優先すべきは「安全」

20
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安全の創造

JR九州グループが最優先すべきは「安全」

21

安全を支える人材の育成（安全創造館）

・目 的：過去の事故等の教訓を風化させず、
基本動作や安全対策の意味を理解し、
お客さまや社員の安全のために行動
できる社員の育成を実現するため

・開設年月：2011 年１月

・内 容：過去の事故概要等のパネル展示での
学習や模擬踏切、模擬ホーム、模擬
トンネル、模擬車両及び労働災害を
学ぶ設備があり、実際に体感、体験
することが可能

・受講人数：66,635 名（2025 年度末現在）
※安全創造館開設以来の人数

安全に関する支出

安全に関する支出については毎年計画的に実施
2024 年度支出額：535 億円

＜主な件名＞
・電車線路設備取替
・踏切設備取替
・日田彦山線BRT復旧
・新幹線脱線対策
・線区改善対策、木まくらぎＴＰＣ化
・YC1系車両新製、８１１系リニューアル



お客さま満足の追求

22

・当社のサービスは、「お客さまの視点に立った様々な価値の提供に取り組み、お客さま満足を
追求し、お客さまに選ばれ続けるJR九州グループを目指す」ことと位置付け、「お客さま満足
向上戦略（2025～2027）」を策定

・社長を筆頭にした委員会を定期的に開催し、お客さまから寄せられるお褒めやご意見の分析、
各箇所のお客さま満足向上の取り組みの情報共有、教育等を実施
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JR九州グループ中期経営計画 2025-2027

経営環境の変化を踏まえ、長期的な視点での持続的な成長に主眼を置いた計画を策定

グループガバナンス強化・適切なリスクテイクを可能にするガバナンス体制構築

労働市場の変化を
踏まえた人的資本拡充

DX活用範囲の
拡大と深堀り

環境課題への
統合的なアプローチ

重
点
戦
略

経
営
基
盤

①サステナブルな
モビリティサービスの

実現

②事業間連携の
強化によるまちづくり

③未来への種まき

24



JR九州グループ中期経営計画 2025-2027
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数値は株主還元以外を入れる（省略しない）

IR説明資料P23を２枚に分けて書く

株主還元方針は、そちらに書く
株主還元方針の原文は配当金が増えるという文言があるの
で、それまで入れる

セグメント名 営業収益 営業利益

運輸サービス 1,890 205

不動産・ホテル 1,670 340

流通・外食 800 40

建設 1,100 80

ビジネスサービス 880 55

（単位：億円）セグメント別目標*

*セグメント毎の営業収益・営業利益はセグメント間取引消去前

EBITDA 1,150 億円

営業収益

現行水準の維持

710 億円 営業利益

ROE

数値目標
キャッシュアロケーション

D/EBITDA 5

自己資本比率

5倍 程度

40% 程度

財務健全性（2027年度見通し）

株主還元

維持更新投資
1,300億円

成長投資
2,300億円

戦略投資

営業CF
2,500億円

社債・借入 等

不動産
物件売却
300億円

安全投資
700億円

5,300 億円

自己資本比率 40％程度



JR九州グループ中期経営計画 2025-2027

グループガバナンス強化・適切なリスクテイクを可能にするガバナンス体制構築

労働市場の変化を
踏まえた人的資本拡充

DX活用範囲の
拡大と深堀り

環境課題への
統合的なアプローチ

重
点
戦
略

経
営
基
盤

①サステナブルな
モビリティサービスの

実現

②事業間連携の
強化によるまちづくり

③未来への種まき
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経営環境の変化を踏まえ、長期的な視点での持続的な成長に主眼を置いた計画を策定



重点戦略① サステナブルなモビリティサービスの実現｜鉄道事業における需要創出の取り組み

他社とのコラボイベントや割引きっぷの企画を通して移動需要を喚起、鉄道のトップライン向上に
取り組む

PIKMIN×JR九州（202４年12月～2025年6月）

27

ターゲット別 割引きっぷ

任天堂のゲームソフト「ピクミ
ン」シリーズとタイアップ

博多駅をはじめ各駅前広場での
イベントやラッピングトレイン、
JR九州アプリを活用したデジタ
ルスタンプラリー等を実施

HKT48×JR九州（2025年7月～２０２６年3月）

新幹線＋100円＝豊肥本線きっぷ（2025年7月～2026年3月）

⚫ 九州新幹線のネットきっぷ
購入者を対象に、100円で
豊肥本線を利用できるきっ
ぷを発売

⚫ 熊本エリアのユーザーを対
象に新幹線の利便性を訴求
し、他交通機関からの転移
を狙う

⚫ 福岡を拠点とするアイドルグ
ループ「HKT48」をJR九州
の社員として迎え九州7県、
7グループに分かれ、各県の
魅力等様々な情報を発信

⚫ 駅員や客室乗務員等、JR九
州の仕事を体験するとともに
その様子をSNS等で発信

▲駅前広場でのイベント ▲ラッピングトレイン

▲こどもぼうけんきっぷ ▲免許返納おでかけきっぷ ▲ご当地アイドルとのコラボ企画



重点戦略① サステナブルなモビリティサービスの実現｜チケットレスサービスの推進

QRチケレスの拡大やモバイルICサービスの導入を通して、お客さまの利便性向上に繋げるとと
もに、駅の混雑緩和にも寄与

28

QRチケレスサービスの拡大

モバイルICサービスの導入（2027年春予定）

2025年7月8日より、利用可能エリアを北部九州エリア
から全ての在来線特急列車・D&S列車に拡大

スマートフォンでICカード「SUGOCA」の機能をご利用いただけるサービスを2027年春に開始予定



重点戦略② 事業間連携の強化によるまちづくり 

●駅を中心としたまちづくりを核に、各事業の成長に加え、相互連携を強化し、グループの総合
力を最大化。お客さまとの接点を更に増やし、収益性と企業価値の向上を目指す

29



重点戦略② 事業間連携の強化によるまちづくり 

 新たなお客さまの獲得に加え、ロイヤルカスタマー化を図ることでお客さま単価・ご利用頻度

増につなげ、トップライン向上に寄与

 CRM施策強化による事業間の相互送客を推進し、にぎわうまちづくりに貢献

30



重点戦略② 事業間連携の強化によるまちづくり |物流不動産の取り組み
Á 物流不動産事業を拡大。他社との連携も活用しつつ、物件の取得・開発を積極的に推進

Á 熊本県では初めての自社開発物件に着手。半導体産業が集積するセミコンテクノパーク近郊に位置

北九州市では 田海運との共同開発事業に着手

菊池市旭志伊坂開発

所在地   ： 熊本県菊池市
延床面積：約16,800㎡
竣工： 2027年春（予定）

⚫ 熊本県初の自社開発物件
⚫ 半導体関連産業が集積する

  セミコンテクノパークから
約7km

鳥栖

博多

熊本

3

4

5

1
2

6

7
8

9

九州内物流不動産

 （）内、延床面積

-稼動中    5件

-開発中等 5件

福岡北物流センター （約11,600㎡）

箱崎ふ頭物流施設 （約25,600㎡）

須恵第一物流センター （約12,300㎡）

新門司物流施設 （約14,400㎡）

LOGI STATION福岡小郡 （約85,300㎡）

LOGI STATION福岡苅田 （約15,9００㎡）

神埼物流施設 （約9,200㎡）

サザン鳥栖クロスパーク開発事業 （未定）

菊池市旭志伊坂開発 （約16,800㎡）

（仮称）北九州長野津田物流施設（約32,400㎡）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

自動車道

-九州自動車道

-長崎自動車道、大分自動車道、
    東九州自動車道

-その他

31

（仮称）北九州長野津田物流施設

所在地   ： 福岡県北九州市
延床面積：約32,400㎡
竣工： 2027年1月（予定）

⚫ 田海運との2件目の共同開発事業

10

10



重点戦略③ 未来への種まき

未来への種まきとして、適切なリスクテイクを通じた新規事業創出やレジリエンスの更なる強化に
積極的に取り組む

32



重点戦略③ 未来への種まき

ベンチャー企業等と連携し、AIの活用や空飛ぶクルマの運航に向けた取り組みを加速

33

Tokyo Artisan Intelligence 株式会社との資本業務提携

株式会社 SkyDriveとの資本業務提携

Å 2024年７月に連携協定を締
結、2025年２月には大分県
と「空飛ぶクルマ」の運航に向
けた包括連携協定を締結し、
事業検討を重ねている

Å 当社グループのビジネス領域
の拡大や九州エリアの価値向
上を目指す

新幹線軌道モニタリング装置 支障物検知AIシステム

Å 鉄道事業では2030年までに
140億円以上の収支改善を目
指す未来鉄道プロジェクトに取
り組んでいる

Å 2022年から未来鉄道プロ
ジェクトにおいて省力化および
省人化に寄与するAIプロダク
トの技術開発で協業している

冒頭は資本業務提携とするのではなく、
鉄道のAIみたいになぜやっているのかを書く

→リード文は統合報告書から引用



JR九州グループ中期経営計画 2025-2027

グループガバナンス強化・適切なリスクテイクを可能にするガバナンス体制構築

労働市場の変化を
踏まえた人的資本拡充

DX活用範囲の
拡大と深堀り

環境課題への
統合的なアプローチ

重
点
戦
略

経
営
基
盤

①サステナブルな
モビリティサービスの

実現

②事業間連携の
強化によるまちづくり

③未来への種まき
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経営環境の変化を踏まえ、長期的な視点での持続的な成長に主眼を置いた計画を策定



経営基盤① 労働市場の変化を踏まえた人的資本拡充

●社員の“個”の力の最大化による当社グループの成長を目指し、人材戦略を策定

●価値創造の源泉である人材への投資（待遇改善、人材育成）を加速。

35



経営基盤① 労働市場の変化を踏まえた人的資本拡充

人材戦略に基づいた具体的な取り組みを加速

36

明るく楽しい会社づくりプロジェクト

研修や意見交換会

▲経営陣と社員との意見交換会

2024年度は本社に勤務する社
員を対象に対話型の意見交換会
を128回実施

元画像は別途もらう

経営陣とキャリアデザイン
は片方でよい。

→キャリアデザインは消す。

あかたはビジュアル的なも
のを載せる

意識改革 公平な機会の提供
活発な意見が飛び
交う風土の醸成

社員が誇りを持ち、誰もがいきいきと活躍する会
社づくり「明るく楽しい会社づくりプロジェクト」を
実施しています

▲明るく楽しい会社づくり研修

対話によって多様な価値観を認め合
うことが必要であることを学び、体
感する集合研修を実施

▲職場対話会

安心して意見や気持ちを発言できる
環境をつくり、誰もがいきいきと活
躍できる職場にするために自分は何
ができるかを考える対話会を実施



経営基盤② 環境課題への統合的なアプローチ

「JR九州グループ環境ビジョン2050」を策定
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3つの領域に対して統合的にアプローチ 脱炭素移行計画

気候変動に加え、資源循環や生物多様性の3つの領域
に対して統合的にアプローチし、環境課題の解決を目指
します。私たちは、自然と共生した未来の創造に取り組
んでまいります。

各セグメントの特性や事業性を踏まえながら、具体的
な施策を積み上げたロードマップを策定し、取組の実効
性を高めています。これにより、カーボンニュートラルの
実現を見据えた着実な取組を推進しています。



経営基盤③ DX活用範囲の拡大と深堀り

JR九州グループDX戦略
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新たに策定した中期経営計画2025-2027に合わせ、経営理念と重点戦略の方針を踏まえながらDXの力でグループを
取り巻く課題を解決していくための新たな指針をまとめました。

新たなサービスや付加価値へと発展させることで既存事業を強化しつつ、新たな価値創造に挑戦いたします。



経営基盤④ グループガバナンス強化・適切なリスクテイクを可能にするガバナンス体制構築

39
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決算ハイライト・株主還元
2026 年３月期第1四半期連結決算ハイライト

2026 年３月期通期連結業績予想

株主還元方針

株主優待制度
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決算ハイライト・株主還元
2026 年３月期第1四半期連結決算ハイライト

2026 年３月期通期連結業績予想

株主還元方針

株主優待制度
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2026年３月期第1四半期連結決算ハイライト

（単位：億円）

2025年3月期
1Q累計実績

2026年3月期
1Q累計実績

1,041 1,175 133 112.8%

147 199 52 135.8%

151 204 52 135.0%

特別損益 1 9 8 649.8%

114 163 49 143.6%

236 292 56 123.8%

※EBITDA=営業利益+減価償却費（転貸を目的としたリース資産に係る減価償却費除く） 以下、全て同様です。

親会社株主に帰属する
四半期純利益

EBITDA
（※）

対前年

営業収益

営業利益

経常利益

⚫ 運賃・料金改定による鉄道旅客運輸収入の増加や、不動産販売収入が増加
したことなどにより、連結営業収益、営業利益、経常利益、親会社株主に
帰属する四半期純利益は対前年増収増益
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2026年3月期 連結通期業績予想ハイライト

⚫運賃・料金改定実施などにより、連結営業収益、営業利益、経常利益、
親会社株主に帰属する当期純利益は増収増益見込み

（単位：億円）

4,543 4,833 289 106.4% 5,300

589 676 86 114.6% 710

595 659 63 110.6% －

436 511 74 117.0% －

959 1,064 104 110.9% 1,150

2025年3月期
実績

対前年
2026年3月期
通期予想

中期経営計画
2025-2027
数値目標

EBITDA

営業収益

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する
当期純利益



株主還元について

●株主還元は長期安定的に行っていくことが重要と考え、2028年3月期までの間は、

連結配当性向35%以上の配当を実施するとともに、機動的に自己株式取得を行う

（前中期経営計画期間と比較して配当額は増加する見込み）

●2026年3月期の配当予想は、1株当たり年間配当金115円

44

（予定）

配当性向 13.8% 26.3% 30.2% 46.9% - 110.3% 46.9% 38.0% 35.1% 35.2%

※自己株式取得 (100億円) ※自己株式取得 (100億円) 

39.0 41.5 46.5 46.5
57.5

38.5

44.0
51.5 46.5

93.0 93.0 93.0 93.0

51.5

57.5

0

20

40

60

80

100

120

17.3 期 18.3 期 19.3 期 20.3 期 21.3 期 22.3 期 23.3 期 24.3 期 25.3 期 26.3 期

中間配当 期末配当
（円）

93.0 93.0 93.0
83.0

38.5

（参考）１株当たり年間配当金の推移

93.0 93.0 93.0
98.0

115.0
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決算ハイライト・株主還元
2026 年３月期第1四半期連結決算ハイライト

2026 年３月期通期連結業績予想

株主還元方針

株主優待制度
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株主優待制度について

２種類の株主優待 （３月31日を基準日として６月下旬に送付しています）

鉄道株主優待券

JR九州グループ 
株主優待券

１枚につき、お一人様の運賃が1日無料（1日乗車券タイプ）
特急列車・新幹線にご乗車の場合は、別途特急券が必要

JR九州グループの各利用対象施設で現金同様にご利用可能な2,500円分

＜JR九州グループ株主優待券＞
2025年7月1日より電子化し、利用対象施設を新規追加

＜長期保有株主優待制度＞
継続保有期間を３年から２年に短縮し対象範囲を拡大

株主優待制度の拡充 （2025年７月１日より）
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株主優待制度（鉄道株主優待券）

●お一人様1日限り、JR九州管内の快速・普通列車に乗り放題（日田彦山線BRT含む）

●別途特急券等をご購入いただければ、特急列車・新幹線、D&S列車にもご乗車いただけます。

●鉄道株主優待券と併用する特急券は、券売機やインターネット予約でも購入いただけます。

Ÿ

13,750 6,820 5,150 1,780
6,930 0 5,150 1,780
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株主優待制度（JR九州グループ株主優待券）

2025年7月1日から拡充しました！
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株主優待制度（JR九州グループ株主優待券）

2025年7月1日から拡充しました！

●JR九州グループ株主優待券の利用対象施設を新規追加

※JR九州リテール株式会社が運営する九州のお土産セレクトショップ

「銘品蔵」全店舗とJR九州フードサービス株式会社が関西地区で運営する

  「こめらく」が新規追加となります。

ӵẉ ᴜ ӵẉ֥ↄ ǚȈȐǖ ǱƲǑ ǘ ᴇƳ
ל ὟȪɶɅɱȸↄ
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株主優待制度（長期保有株主優待制度）

ご優待内容 「鉄道株主優待券」と「JR九州グループ株主優待券」を追加で発行

発行基準
毎年３月31日を基準日として、500株以上を保有し、かつ100株でも継続し
て２年以上保有

例）2025 年3月31日時点での所有株式数が500 株以上であれば、
直前２年間の保有株式数が500 株未満であっても長期保有株主優待の対象となります。

所有株式数
鉄道株主
優待券

JR九州グループ
株主優待券長期保有

株主優待
長期保有
株主優待

100 株～500 株未満 100 株毎に１枚 ― 一律2,500 円分 ―

500 株～1,000 株未満 100 株毎に１枚 １枚追加

一律2,500 円分

1,000 円分追加

1,000 株～10,000 株未満
10枚＋1,000 株超過分

200 株毎に１枚

２枚追加 2,000 円分追加10,000 株～20,000 株未満
55枚＋10,000 株超過分

300 株毎に１枚

20,000 株以上 100 枚

2025年7月1日から拡充しました！

●長期保有株主優待制度の内容を拡充し継続保有期間を２年に短縮
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本日のまとめ

JR九州グループ
について

JR九州の
経営戦略

主たる事業フィールドである九州を中心に、鉄道事業のみならず

不動産、流通・外食事業等さまざまな分野に進出し、持続的な

成長に向けて積極果敢に挑戦する企業グループ

JR九州グループ経営理念を一新するとともに、「JR九州グループ中期

経営計画2025 -2027 」を策定。

「サスティナブルなモビリティサービスの実現」「事業間連携の強化

によるまちづくり」「未来への種まき」を重点的に取組む

決算ハイライト
・

株主還元

・2026 年3月期第１四半期は対前年で増収増益（連結営業収益、

営業利益、経常利益は過去最高）

・連結配当性向35％以上の配当を実施し、機動的に自己株式取得

を実施。2026 年3月期の配当予想は1株当たり年間配当金115 円

・株主優待は2種類（長期保有株主優待制度あり）
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株主さま向け限定イベントの開催 （過去の開催イベント）

株主さまに当社事業への理解を深めていただくべく、各種イベントを開催

株式上場７周年記念キャンペーン 熊本総合車両所見学ツアー

九州外で開催のイベント

●  株主の皆さまへ日頃の感謝を込めて、イベント等を開催

JR九州社長によるトークショー＆
「SL人吉」「A列車で行こう」貸切ツアーの様子

●  熊本総合車両所にて新幹線の点検行程等を見学

●  2025年２月22日に関東地区（赤坂うまや）にて
写真家村上悠太氏をお招きしてトークショーを開催
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株主さま向け限定イベントの開催

●当社の株主さま向けに月2回程度、IR情報や株主さま限定イベント、アンケート等

の情報をお届けいたします。

Ǜ ǶǚǨȐ



54

ありがとうございました
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